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１．序論 研究の背景と目的  
  経済協力開発機構（OECD）が組織した Definition and Selection of Competencies：
















これを受けて、第 2 期教育振興基本計画では、基本施策１の「ICT の活用等による新
たな学びの推進」において、「ICT の積極的な活用をはじめとする指導方法・指導体制
の工夫改善を通じた協働型・双方向型の授業革新を推進する計画」や「できるだけ早期
に全ての教師が ICT を活用した指導ができることを目指し、教師の ICT 活用指導力向
上のための必要な施策を講じる計画」が盛り込まれた。このように ICT 利活用のため
の基盤の整備については、第 3 期教育振興基本計画（2018 年 6 月 15 日）においても引
き続き教育政策目標の 1 つとなっている。 
 これらを踏まえ、文部科学省では、2018 年度以降の新学習指導要領の実施を見据え、
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2. 教育の情報化の 3 つの側面と前提課題  




























3. 情報教育  
3.1. ICT 技能習得について  
新学習指導要領は、情報活用能力を、言語能力、問題解決能力と並んで学習の基盤と
なる能力とし、学習内容の達成を図るためには情報活用能力が不可欠である、と言及
している。（文部科学省 2017a）。一方で、「平成 30 年度以降の学校における ICT 環境
の整備方針」（文部科学省 2017b）では、新学習指導要領を達成するための方針が明示
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ていない学校においては、単なる ICT 技術の習得だけでなく、ICT を活用して、実際に
問題解決を図る能力を育くむ枠組みを構築することが重要であると考えられる。 
 







「批判的思考」の 3 つの思考を育成することが効果的であると考えられる。3 つの思考
プロセスは以下のような内容となっている。 
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3.4. 情報のまとめ・表現における ICT 化  
文部科学省による調査では、全国の公立小、中、高等学校、特別支援学校におけるタ
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4. 各教科指導等における ICT 活用  
4.1. 授業での効果的な ICT 活用  














4.2. 導入部分での ICT 活用  
























5. 情報モラル  
































6. 校務の情報化  


































7. ICT 環境整備のための財源  
これまでに教育 ICT 化の重要性を述べてきたが、これらの ICT 化整備のための財源









8. 今後の課題  
ICT 環境整備や活用に関する課題として 3 つの格差が指摘されている。すなわち、①















欲は向上するが、ICT の必要性を見出せない学校においては、当然 ICT の整備は重要視
されず、対応も遅れがちになる傾向が強い。 
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ICT 活用における IT リテラシーの格差では、教師は、業務量が多く、忙しい職種と
されている。「過労死等防止対策白書（2018 年度版）」によると、教職員 1 日当たりの
平均勤務時間は、通常期で 11 時間 20 分に上っている。生徒が登校してから下校する
まで、殆どの時間を職員室のデスクではなく、教室や廊下、体育館やグランドで過ごす
ため、ICT 環境を受け入れ活用するための研修が不十分となり、ICT 機器を開発する民







9. まとめ  
本論では、「第 3 期教育振興基本計画」において、今後 5 年間の教育政策の目標と施
策の一つに「ICT 利活用のための基盤の整備」が掲げられていることから、ICT を活用
した教育の情報化について検証を行った。特に、「情報教育」、「教科指導における情報
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Study About Usefulness of Informatization on  
the Field of Education: 
With a Focus on Utilizing ICT in Elementary and  
Junior High School  
 
Tomohiro ATARASHI  
 
Abstract 
Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology holds “Preparing 
environment for utilizing Information and Communication Technology” (hereafter 
“ICT”) as one of the objectives of the Third Basic Plan for Promoting Education. In 
Japan, that environment will be prepared rapidly with arguments for and against. 
Therefore, this paper focuses on preparing that environment, analyzes the present 
condition and problems. 
First, this paper addresses “Information Studies”, stating the necessity of 
learning ICT skills, the importance of collecting and processing information to solve 
issues and presentation using ICT. Second, this paper argues about “Utilizing 
Information Technology for Subject Teaching”, by mentioning research about 
elementary and junior high school introduced ICT, revealing how to utilize ICT in 
classes and that the issue in constructing an in-class model. Finally, this paper 
discusses issues on “Computerization of School Affairs”, arguing that the better 
education system will be formed not only by ICT in classes, but also by 
computerizing school affairs so they can streamline tasks and strengthen the 
connection with parents and the local community. Additionally, this paper 
addresses the importance of information ethics for ICT. By these facts, this paper 
expects ICT for education to be realized effectively on a long-term for various 
stakeholders. 
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